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問１ 次の各項目の文章を読んで、       内にあてはまる用語を下の解答欄に記入しなさい。 

１．オペラント条件づけの反応と結果の随伴性には、反応すれば刺激が与えられる場合と、反応すれば刺激が除去される場合があ 
り、刺激には報酬と嫌悪刺激がある。これらの随伴性と刺激の組み合わせのうち、反応した時に嫌悪刺激を除去することによ 
りその反応が増加することを  ①  という。 

２．データの分布全体を上位 50％と下位 50％に分割する境界となる代表値は  ②  である。 
３．Janis, I. は、優秀な人材を集めた組織が愚かな意思決定に至る歴史的事例の原因を探る中で、凝集性の高い集団の成員が 

相互批判の機能を失って過度に楽観的で独りよがりな認識に固執するようになるプロセスを概念化して、  ③  と 

呼んだ。 
４．疾病及び関連保健問題の国際統計分類(ICD)を作成した専門機関は  ④  である。 
５．  ⑤  は、学習者によって効果的な教授法が異なることを意味し、さまざまな人々が異なる教授法を与えられた時、 

学習の成果が教授法だけからも学習者の個性や特性だけからも説明されない、両者の組み合わせによる効果を示すことである。 
６．仕事や学校の帰りに買い物をする必要がある時など、未来に実行する必要がある行為を適切なタイミングで思い出すための 

記憶は  ⑥  と呼ばれている。 

７．個々の知見や考えを１つずつ書き出したカードを多数集めてそれらを類似性に基づいてグループ化し、グループ間の関係を 
空間的配置によって図解しつつ文章化していく、質的な情報の整理や新たなアイデアの発想のために用いられる方法は考案者 
の頭文字から  ⑦  と名付けられている。 

８．課題の達成に失敗した際の自己イメージの低下が予想される時、人は課題の遂行を妨げる障害となる状況を自ら設定したり、 
そのような障害の存在を強調したりすることがある。これらは  ⑧  と呼ばれる行為である。 

９．Perls, F. を中心に提唱され、「今、ここ」での気づきを重視し、「エンプティ・チェア」などの技法を用いる心理療法は、 

  ⑨  療法である。 
１０．児童期後半、保護者からの自立のための仲間関係を必要とし始める時期に現れる、子どもたちの仲間集団を  ⑩  と 

いう。この集団は、近い年齢の子どもたちで集団独自のルールや共通の秘密をもつなどして徒党を組み、同じ遊びや行動を 

することによる強い仲間意識や一体感に特徴づけられる。 

 
【解答欄】  

①  ②   

③ 

  

④  

⑤  ⑥  

⑦  ⑧  

  

⑨  ⑩  
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問２  自己を肯定的に捉える特性を測定する自己肯定尺度を開発することにした。500 名の一般成人男女に 20 項目からな

る尺度項目候補に回答を求め、回答データに対して探索的因子分析を行った。分析の結果、固有値の推移と因子の解

釈可能性から 2 因子解が妥当であると判断され、第 1 因子にのみ大きな因子負荷を示す 10 項目と、第 2 因子にのみ大

きな因子負荷を示す 10 項目が得られた。項目から共通因子を解釈したところ、第 1 因子は自分の対人行動に関する評

価と解釈でき、第 2 因子は自分の知的遂行に関する評価だと解釈できた。尺度開発のため、この後に何をすべきだろう

か。必要だと考えられる統計解析や研究計画を理由とともに下の解答欄に記述しなさい。  
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問１ 心理アセスメントに関する以下の問いに答えなさい。  

 

１．心理アセスメントにおいて心理検査を用いる目的と利点について述べなさい。  

 

 

 

 

 

 

２．心理アセスメントにおいて心理検査を用いることの限界とそれへの対処について述べなさい。 
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問２ カウンセリングの逐語記録について、以下の問いに答えなさい。 

 

１．カウンセリングの逐語記録とはどのようなものか述べなさい。 

 

 

 

 

２．逐語記録はカウンセリングの実践においてどのように活用されるか述べなさい。 
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問３ 心理的支援におけるスーパービジョンとコンサルテーションについて、違いがわかるように説明しなさい。  
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Ⅰ． 次の英文を読み、以下の設問に答えなさい。 

 
How virtuous should you feel for donating $100 to charity? How much moral credit will others give you 

for dropping 50 cents in a homeless person's cup? (a)People tend to generate self-serving answers to these 

questions. The research on moral self-licensing suggests that people may act in a morally inconsistent manner 

when they feel their behavioral history has proven their virtue. We now consider research suggesting that it 

may not take much for people to feel that they have such proof. 

We asked online participants in one study to estimate how much $100 would help various charities 

(Polman, Effron, & Thomas, 2018, Study 9). (b)By random assignment, half of the participants were told the 

money belonged to them, whereas the other half were told it belonged to someone else. The results showed 

that people thought that their own $100 could do more good than another person's $100. For example, they 

thought their own money could save more dogs at a pet shelter, plant more trees in the Amazon, and buy 

more books for children in developing countries than the same amount of someone else's money. 
 
注 1 self-licensing: セルフライセンシング 
 

出典. Effron,D.A. & Helgason,B.A. (2023). Moral inconsistency. In B. Gawronski (Ed.),  
Advances in Experimental Social Psychology (Vol.67, pp.10-11). Elsevier Inc.を改変 

 

問１ 下線部(a)を和訳しなさい。 

 

 

 

 

 
問２ 下線部(b)を和訳しなさい。 

 

 

 

 

 
 
 
 

著作権上の理由から、以下 11 行省略 
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Ⅱ． 次の英文を読み、以下の設問に答えなさい。 

 

Research using the false-belief task has provided substance to the claim that children's theory of mind 

understanding goes through an important transition over the preschool years that is relatively stable across 

cultures and not strongly affected by the specific way in which it is tested. (a)Accordingly, it is now 

common to treat the false-belief task as a reliable measure of preschoolers' social cognitive understandings. 

This reliability and validity of the false-belief task has enabled researchers to probe the association between 

theory of mind and social competencies more broadly construed. The false-belief task also has provided an 

avenue for investigating the experiential and neurobiological factors that are associated with theory of mind 

and its development. 

(b)Yet it is important to note that the question of whether young preschoolers’ failures on the false-belief 

task are truly attributable to conceptual deficits—that is, whether they are attributable to a 

misunderstanding of the connection between beliefs and the reality that they are supposed to represent—is 

not settled. 
 
注 1  false-belief task: 誤信念課題 

注 2  theory of mind: 心の理論 
 

出典. Sabbagh, M. A. & Bowman, L. C. (2018). Theory of mind. In J. T. Wixted & S. Ghetti (Eds.), Stevens' Handbook of Experimental 
Psychology and Cognitive Neuroscience Volume 4: Developmental & Social Psychology (4th ed., pp.253-254). John Wiley & Sons, Inc.を改変 

 

問１ 下線部(a)を和訳しなさい。 

 

 

 

 

 
問２ 下線部(b)を和訳しなさい。 

 

 

 

 

 
 

著作権上の理由から、以下 12 行省略 
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